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2 ワクチン類全般について
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トキソイドとワクチンならびに抗毒素の違いを教えてください。

トキソイドとは病原体が増殖する過程で産生される毒素（トキシン）をホルマリンで処理し免疫原

性を失わせず無毒化したもので，成人用沈降ジフテリアトキソイド，沈降ジフテリア破傷風混合トキソイド，

沈降破傷風トキソイドの３種類があります。ワクチンはウイルスや細菌を継代培養などで病原性を極めて弱

くしたもの（弱毒株）（生ワクチン），又は，有効成分だけを取り出してつくったものや，加熱等で処理し，

まったく病原性をなくしたもの（不活化ワクチン）があります。

　抗毒素とは細菌毒素やヘビ毒などの毒に対する免疫をヒト以外の動物（ウマ）につくらせたものをいいま

す。乾燥ガスえそウマ抗毒素，乾燥ジフテリアウマ抗毒素，乾燥はぶウマ抗毒素，乾燥ボツリヌスウマ抗毒

素，乾燥まむしウマ抗毒素の５種類があります。（参照p2，表）

　一般に不活化ワクチンやトキソイドは一定の期間が経過すると免疫力が低下しますので，追加接種が必要

となります。抗毒素は，その疾患に罹患した時に治療の一環として使用するものです。

沈降ワクチンと液状ワクチンの違いを教えてください。

沈降型ワクチン（DPTワクチン，DTトキソイド，破傷風トキソイド，成人用ジフテリアトキソイ

ド等）では，抗原性を増強させるため水酸化アルミニウム塩，リン酸アルミニウム塩（以下「アルミニウム

ゲル」という）が用いられており，抗原蛋白は，アルミニウムゲルに吸着しているため，蛋白同士の凝集が

起こりにくく，液状ワクチンに比べ安定した製剤となっています。

　液状ワクチン（日本脳炎ワクチン，インフルエンザHAワクチン等）では，抗原蛋白の種類により水溶液

で長時間静置しておくと次第に粒子同士の凝集が起こり若干不安定となるものがあるため，安定剤を添加し

ています。

　外観からも沈降型は白濁があり，細かな粒子が見えてすぐにわかります。使用時にはよく振って均一にし

てから使う必要があります。

生ワクチンと不活化ワクチンの違いを教えてください。

生ワクチンは，免疫のない人あるいは不十分な人に病原性を弱めたウイルスや細菌等を接種して感

染を起こさせるものです。接種後に得られる免疫は強固で，自然感染による強毒な病原体の感染を防ぐこと

ができます。この免疫の強さは自然感染の場合とほぼ同様に長続きします。（なお、自然感染による刺激－

ブースター－が少ないとワクチンによって獲得された免疫は減衰します。）（参照p64，Q8）

　不活化ワクチンは，大量に培養されたウイルスや細菌等のウイルス粒子や細菌の菌体等を集めて精製した

後，加熱やホルマリン等の薬剤を用いて処理し，病原体の活力を失わせて不活化したものです。このような

ワクチンの中には，特に感染予防に働く抗原をある程度精製したものもあります。百日せきワクチン，イン

フルエンザHAワクチンなどです。これらのワクチンは以前に用いられていた全菌体百日せきワクチン，全

粒子型インフルエンザワクチンに比べると発熱反応等の副反応が軽減されました。


